
＜Ⅰ　安心・安全づくり＞

１　医療の安心・安全
（単位　千円）

一般財源

〔医大特会〕
外来診療棟等整備設計費

93,000 0 93,000 外来診療棟、臨床医学学舎等の整備に係る基本・実施設計費
⑰債務負担行為
    219,000

感染症指定医療機関
施設整備費補助金

14,652 国 7,326 7,326
京都きづ川病院の整備に対する補助
第二種感染症病室　４室６床

医療施設近代化整備費等
補助金

17,215 国 17,215 0
和知診療所の増改築等に対する補助
　増改築　　検査室、ＥＶ設備等
　機　 器　　ＣＴスキャナ装置

⑯当初
   562,200

地域救命救急促進事業費 10,000 0 10,000

除細動器を活用した救命救急活動の普及促進
　・除細動器の配備
　　（府立山城総合運動公園、保健所等１７か所に配備）
　・一般施設管理者等への普及促進や府民等への普及啓発

北部拠点保健所
機能強化費

44,200 起 30,000 14,200
・北部拠点保健所（中丹西）の検査機能高度化に係る検査室の整備
・中丹西保健所横に増築（約360㎡）

⑰債務負担行為
    60,000

〔医大特会〕
産学連携講座運営費

107,500 寄 107,500 0

①生体安全医学講座（㈱ファンケル）
　食品や化粧品の生体への安全性を研究、評価基準の設定（⑯～⑱）
　総額：300,000
②臓器応答探索医学講座（ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽﾌｧｰﾏ㈱）
　臓器不全における生体反応、臓器相関、人工臓器の開発に関する
  研究（⑯～21）
　総額：150,000

⑯当初
   35,000

〃

医科大学
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平成１６年度　９月補正予算主要事項

２　食の安心・安全 （単位　千円）

一般財源

高病原性鳥インフルエンザ
予防対策事業費

23,000 0 23,000
鳥インフルエンザの予防対策の強化を図るため、消毒噴霧器等鶏舎の
消毒等の衛生管理を徹底するための機器整備等に対する支援

食の安心・安全セミナー
開催費

3,800 0 3,800
消費者と生産者等とのリスクコミュニケーションの推進を図るため、鳥イ
ンフルエンザや食品の安全確保のための取組みをテーマに、食の安心・
安全セミナーを府内５箇所で開催

京都ブランド・新分野開拓
事業費（食のブランド確立）

4,200 0 4,200
漬物、湯葉等京都の特産品について、事業協同組合が行う「京ブランド
食品」の認定事業に対する支援

３　生活の安心・安全
（単位　千円）

一般財源

総合的治水対策推進費 20,000 0 20,000

・本年の新潟・福井における水害を踏まえ、人家や公共施設等に被害を
及ぼす恐れのある区間の緊急総点検を実施するとともに、河川現況・想
定被害等を区域図として作成し、市町村との情報共有を図る（府内４０箇
所）（15,000千円）
・鴨川については、河川改修だけでなく流域内対策や森林保全、沿川景
観等総合的な治水対策のあり方について、議論を進めるため、「鴨川流
域懇談会（仮称）」を設置する。また、放置自転車対策等河川の適正な利
用について、条例の検討を行う（5,000千円）

児童虐待相談体制
強化事業費

3,000 国 1,500 1,500

＜児童虐待早期対応対策＞
・府児童相談所の体制強化（弁護士配置による困難事例への対応強化）
・市町村の児童相談体制強化（府民に身近な市町村の相談体制の確
立）

国 16,250

負 900
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農林水産部

＜被虐待児等ケア対策＞
児童福祉施設に心理療法担当職員等を配置し、被虐待児等の心のケア
を支援

16,250

〃

商　工　部

土木建築部

保健福祉部

〃 33,400
被虐待児アフターケア
支援事業費
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